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CEL

シ
ェ
ア
が
大
き
い
（
調
整
済
み
残
差
の
値
が
大
き
い
ほ
ど

相
対
的
に

そ
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
人
数
が
多
い
こ
と
を
表
す
）。
い
ず
れ
も
若
い
世

代
に
身
近
な
生
活
不
安
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
若

要
性
が
今
回
の
調
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
大
き

な
教
訓
で
あ
る
。�

（
大
阪
ガ
ス（
株
） 
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所
 

主
席
研
究
員
）�

偽
装
も
続
く
。�

　
二
〇
二
〇
年
の
食
生
活
に
つ
い
て
、
栄
養
バ
ラ
ン

ス
や
伝
統
的
な
食
文
化
、
食
の
安
全
・
安
心
、
環
境
に

や
さ
し
い
食
生
活
の
四
つ
に
つ
い
て
聞
い
た
設
問
（
次

ペ
ー
ジ
の
図
１
）
で
は
、
二
〇
二
〇
年
に
お
い
て
現

在
よ
り
食
の
安
全
・
安
心
を
重
視
し
た
食
生
活
に
つ

い
て
、
そ
う
思
う
二
六
・
八
％
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

そ
う
思
う
四
四
・
九
％
、
合
計
七
一
・
七
％
と
高
い
意

向
が
あ
っ
た
。
現
在
よ
り
環
境
に
や
さ
し
い
食
生
活

を
実
施
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
そ
う
思
う
一
八
・

八
％
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思
う
四
四
・
〇
％
、

合
計
六
二
・
八
％
。
現
在
よ
り
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ

い
食
生
活
を
実
践
し
て
い
る
五
二
・
六
％
、
現
在
よ

り
伝
統
的
な
食
文
化
を
大
切
に
し
て
い
る
三
五
・
三

％
に
比
べ
て
、
二
〇
二
〇
年
の
食
生
活
で
食
の
安
全
・

安
心
や
環
境
に
や
さ
し
い
こ
と
を
重
視
し
た
い
と
い�

れ
た
。「
生
活
者
の
ニ
ー
ズ
と
し
て
存
在
す
る„
あ

る
べ
き
姿
像
“」
の
実
現
の
た
め
に
、
今
、
取
り
組

む
べ
き
課
題
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。�

�����

二
〇
二
〇
年
の
食
生
活
の
意
向

�

　
食
の
安
全
・
安
心
が
脅
か
さ
れ
る
事
件
や
事
故
が

相
次
ぎ
、
食
の
安
全
・
安
心
に
敏
感
に
な
ら
ざ
る
を

得
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
食
品
選
択

の
際
の
頼
み
の
綱
と
さ
れ
る
食
品
表
示
で
、
消
費
者

の
安
全
・
安
心
志
向
を
逆
手
に
取
っ
た
よ
う
な
産
地�

���

　
ガ
ソ
リ
ン
を
は
じ
め
身
近
な
食
品
な
ど
暮
ら
し
に

直
結
す
る
値
上
げ
が
相
次
い
で
い
る
。
ま
た
地
球
温

暖
化
が
原
因
で
は
な
い
か
と
さ
れ
る
災
害
も
世
界
中

で
多
発
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
地
球
温
暖
化
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
や
資
源
の
枯
渇
、
そ
し
て
食
料
や
水
問
題
が

急
速
に
現
実
味
を
帯
び
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
ど
う
な

っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
漠
然
と
し
た
不
安
を

生
活
レ
ベ
ル
で
感
じ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。�

　
第
四
回
生
活
意
識
調
査
で
は
、
二
〇
二
〇
年
の
食

生
活
関
連
の
具
体
的
な
環
境
行
動
に
つ
い
て
、「
今
は

し
て
い
な
い
が
、
二
〇
二
〇
年
に
は
し
た
い
」
と
い

う
、
全
般
的
に
高
い
環
境
行
動
へ
の
意
向
が
汲
み
取�

は 

じ 

め 

に

食
生
活
関
連
の
生
活
意
識
調
査
の
結
果

山
下 

満
智
子
　W

ritten by M
achiko Y

am
ashita
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う
結
果
で
あ
っ
た
。
特
に
二
〇
代
、
三
〇
代
の
女
性

で
、
そ
の
意
向
が
強
い
。�

�

食
生
活
上
の
環
境
行
動

�

　
二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減
に
つ
な
が
る
環
境
に
や

さ
し
い
と
い
わ
れ
る
食
生
活
上
の
行
動
に
つ
い
て
、

現
在
と
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
実
践
し
た
い
も
の
を
聞

い
た
設
問
（
図
２
）
で
は
、
現
在
実
践
し
て
い
る
こ
と

で
は
、
ゴ
ミ
を
分
別
し
リ
サ
イ
ク
ル
に
協
力
す
る
七

九
・
五
％
、
飲
み
物
や
食
べ
物
を
残
さ
な
い
六
六
・
八

％
が
高
い
。
次
い
で
、
不
要
な
包
装
は
断
る
四
九
・
二

％
、
買
い
物
に
は
買
い
物
袋
を
持
参
す
る
四
六
・
三

％
、
食
料
な
ど
は
買
い
物
し
す
ぎ
な
い
四
六
・
一
％

な
ど
半
数
近
く
の
人
が
既
に
実
践
し
て
い
る
と
回
答

し
た
。�

　
現
在
は
し
て
い
な
い
が
、
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
実

践
し
た
い
も
の
で
は
、
省
エ
ネ
型
冷
蔵
庫
に
買
い
替

え
る
三
五
・
八
％
、
買
い
物
に
は
買
い
物
袋
を
持
参

す
る
三
〇
・
六
％
、
省
エ
ネ
型
給
湯
器
に
買
い
替
え

る
二
四
・
四
％
、
過
剰
包
装
の
商
品
は
買
わ
な
い
二

三
・
四
％
、
エ
コ
マ
ー
ク
の
付
い
た
商
品
を
選
ぶ
二

三
・
二
％
、
生
ゴ
ミ
の
大
部
分
は
自
宅
で
処
理
を
す

る
二
一
・
六
％
な
ど
で
あ
っ
た
。�

　
上
位
に
挙
げ
ら
れ
た
回
答
は
、
今
後
の
買
い
替
え

に
お
い
て
環
境
に
や
さ
し
い
機
器
を
選
択
す
る
、
過

剰
包
装
で
な
い
、
エ
コ
商
品
で
あ
る
こ
と
な
ど
環
境

を
商
品
選
択
の
基
準
に
す
る
と
い
う
購
買
行
動
に
つ

い
て
の
回
答
で
あ
っ
た
。
耐
久
消
費
財
で
あ
る
冷
蔵

庫
や
給
湯
器
に
つ
い
て
は
、
省
エ
ネ
型
冷
蔵
庫
で
現

在
の
三
・
七
倍
、
省
エ
ネ
型
給
湯
器
で
は
現
在
の
五
・

七
倍
の
買
い
替
え
意
向
が
あ
り
、
次
の
買
い
替
え
時

に
省
エ
ネ
型
へ
と
買
い
替
え
よ
う
と
い
う
意
向
は
、

非
常
に
強
い
と
い
え
る
。
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
機
器
開

発
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
方
式
な
ど
省
エ
ネ
機
器
開
発
、
宣
伝
の
成
果
と

い
え
る
。
省
エ
ネ
に
貢
献
し
た
い
、
地
球
環
境
に
や

さ
し
く
し
た
い
と
考
え
て
も
何
を
し
た
ら
よ
い
か
わ

か
ら
な
い
と
い
う
方
が
多
い
だ
け
に
、
買
い
替
え
る

だ
け
、
使
う
だ
け
で
省
エ
ネ
効
果
が
得
ら
れ
る
と
い

う
の
は
大
き
な
魅
力
で
あ
り
、
大
い
に
期
待
さ
れ
て

い
る
。
耐
久
消
費
財
に
お
い
て
は
、
さ
ら
な
る
省
エ

ネ
機
器
の
開
発
や
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
の
充
実
が
、
や
は

り
緊
急
の
課
題
で
あ
り
、
メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
は
シ

ェ
ア
拡
大
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
れ
だ

け
に
省
エ
ネ
評
価
に
は
、
中
立
機
関
に
よ
る
生
活
レ

ベ
ル
で
の
評
価
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
と
も
い
え
る

だ
ろ
う
。�

　
買
い
替
え
以
外
で
も
、
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
購
買

行
動
を
通
じ
て
環
境
に
や
さ
し
い
食
生
活
を
実
現
し

た
い
と
い
う
強
い
意
向
が
あ
る
。
過
剰
包
装
の
商
品

を
買
わ
な
い
は
、
現
在
実
践
し
て
い
る
一
九
・
〇
％
、

二
〇
二
〇
年
ま
で
に
実
践
し
た
い
二
三
・
四
％
の
合

計
四
二
・
四
％
、
エ
コ
マ
ー
ク
の
付
い
た
商
品
を
選

ぶ
は
、
現
在
実
践
し
て
い
る
一
四
・
五
％
、
二
〇
二
〇

年
ま
で
に
実
践
し
た
い
二
三
・
二
％
の
合
計
三
七
・

七
％
な
ど
と
高
く
な
っ
て
い
る
。
流
通
や
小
売
店
な

ど
は
先
進
的
な
環
境
基
準
を
作
り
、
消
費
者
の
意
向

を
先
取
り
し
て
店
頭
に
置
く
商
品
、
仕
入
れ
・
販
売

方
法
な
ど
す
べ
て
の
面
で
見
直
す
こ
と
が
必
要
な
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。�

　
一
方
、
レ
ジ
袋
削
減
に
つ
い
て
は
、
富
山
県
の
よ

う
に
自
治
体
や
地
域
全
体
で
レ
ジ
袋
有
料
化
に
取
り

組
み
、
レ
ジ
袋
を
大
幅
に
削
減
し
た
成
功
事
例
や
杉

並
区
の
「
す
ぎ
な
み
環
境
目
的
税
」
い
わ
ゆ
る
「
レ
ジ

袋
税
」
の
取
り
組
み
が
報
告
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

本
調
査
で
も
、
不
要
な
包
装
は
断
る
は
、
現
在
既
に

実
践
し
て
い
る
四
九
・
二
％
、
二
〇
二
〇
年
ま
で
に

は
実
践
し
た
い
一
九
・
七
％
で
合
計
六
八
・
九
％
、
買

い
物
に
は
買
い
物
袋
を
持
参
す
る
は
、
現
在
既
に
実

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

現在より栄養バランスのよい
食生活を実践している

現在より伝統的な食文化を
大切にしている

現在より食の安全・安心を
重視している

現在より環境にやさしい
食生活を実践している

どちらかといえばそう思う

どちらともいえない

そう思わない 無回答

そう思う

どちらかといえばそう思わない

総数（n＝964）
2020年にあなた自身がしていることについて図1
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さ
し
く
し
た
い
と
考
え
て
も
何
を
し
た
ら
よ
い
か
わ

か
ら
な
い
と
い
う
方
が
多
い
だ
け
に
、
買
い
替
え
る

は
実
践
し
た
い
一
九
・
七
％
で
合
計
六
八
・
九
％
、
買

い
物
に
は
買
い
物
袋
を
持
参
す
る
は
、
現
在
既
に
実

践
し
て
い
る
四
六
・
三
％
と
、
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
実

践
し
た
い
三
〇
・
六
％
、
合
計
が
七
六
・
九
％
と
高
く
、

「
不
要
な
包
装
は
断
り
、
買
い
物
に
は
買
い
物
袋
を
持

参
す
る
」
と
い
う
消
費
者
の
具
体
的
な
環
境
行
動
に
強

い
意
向
が
見
ら
れ
た
。
レ
ジ
袋
有
料
化
に
よ
る
顧
客
離

れ
を
懸
念
す
る
声
も
根
強
い
が
、
消
費
者
側
に
レ
ジ
袋

有
料
化
を
受
け
入
れ
る
素
地
が
十
分
整
っ
て
き
て
い

る
と
い
え
る
。
レ
ジ
袋
の
有
料
化
が
、
レ
ジ
袋
や
不
要

な
包
装
を
劇
的
に
削
減
す
る
こ
と
は
、
先
進
事
例
に
よ

っ
て
明
ら
か
で
あ
り
、
行
政
に
よ
る
指
導
や
条
例
な
ど

も
住
民
に
期
待
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
消
費
者

の
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
の
強
い
意
向
を
具
体
的

な
環
境
行
動
と
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
強
い
意
向
を
汲

ん
だ
ス
ー
パ
ー
や
デ
パ
ー
ト
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
な
ど
、
よ
り
広
範
な
流
通
に
よ
る
レ
ジ
袋
有
料
化
の

取
り
組
み
が
不
可
欠
で
あ
る
。�

　
生
ゴ
ミ
の
大
部
分
は
自
宅
で
処
理
す
る
は
、
現
在

実
践
し
て
い
る
の
は
一
〇
・
八
％
で
あ
る
が
、
二
〇

二
〇
年
ま
で
に
実
践
し
た
い
二
一
・
六
％
、
合
計
三

二
・
四
％
と
高
い
意
向
が
あ
る
。
マ
ン
シ
ョ
ン
や
高

気
密
の
住
宅
で
も
利
用
で
き
る
電
気
式
コ
ン
ポ
ス
ト

は
使
い
方
が
簡
便
で
、
に
お
い
も
れ
も
少
な
く
、
梅

雨
か
ら
夏
場
に
か
け
て
の
台
所
の
悩
み
を
解
決
し
、

家
庭
ゴ
ミ
の
重
量
を
大
幅
に
削
減
す
る
。
し
か
し
、

ま
だ
機
器
は
六
万
円
程
度
と
高
価
で
あ
る
。
市
町
村

レ
ベ
ル
で
ば
ら
つ
き
が
あ
る
補
助
金
が
引
き
上
げ
ら

れ
る
か
、
機
器
価
格
の
引
き
下
げ
が
あ
れ
ば
、
お
り

か
ら
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
ブ
ー
ム
も
あ
り
、
一
気
に
需

要
が
高
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。�

�

価
格
と
環
境

�

　
価
格
面
で
普
及
品
よ
り
二
割
以
上
高
く
て
も
、
地

球
環
境
に
配
慮
し
た
製
品
・
食
料
品
・

日
用
品
を
取
り
入
れ
る
か
で
は
、
現

在
そ
う
思
う
一
九
・
九
％
に
対
し
て
、

そ
う
思
わ
な
い
二
四
・
六
％
と
、
そ

う
思
わ
な
い
方
が
高
い
。
し
か
し
二

〇
二
〇
年
ま
で
で
は
、
二
割
以
上
高

く
て
も
、
地
球
環
境
に
配
慮
し
た
製

品
・
食
料
品
・
日
用
品
を
取
り
入
れ

る
が
三
一
・
七
％
と
一
〇
ポ
イ
ン
ト

以
上
増
加
し
、
そ
う
思
わ
な
い
一
二
・

九
％
と
逆
転
す
る
。�

　
こ
の
逆
転
は
、
こ
れ
か
ら
の
„
あ

る
べ
き
姿
“
と
し
て
は
、
地
球
環
境

に
配
慮
し
た
製
品
・
食
料
品
・
日
用

品
を
価
格
が
少
々
高
く
て
も
取
り
入

れ
た
い
、
取
り
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
生
活
者
の
覚
悟
が
表
さ

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。�

　
価
格
が
普
及
品
よ
り
二
割
以
上
高

く
て
も
、
環
境
に
配
慮
し
た
製
品
・

環境にやさしいと言われている食生活について図2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

ゴミを分別し
リサイクルに協力する

飲み物や食べ物を
できるだけ残さない

不要な包装は断る

買い物には
買い物袋を持参する

食料など
買い物をしすぎない

地産地消
（その土地でとれたものを

消費する）

料理を作りすぎない

食器の
洗い方を工夫する

野菜を自宅あるいは
借地で育てる

エコマークの付いた
商品を選ぶ

省エネ型冷蔵庫に
買い替える

生ゴミの大部分は
自宅で処理する

省エネ型給湯器に
買い替える

その他

無回答

過剰包装の
商品は買わない

食器洗浄器を利用する

総数（n＝964）

あなた自身が現在既に実践しているもの

現在は実践していないが2020年までに実践したいもの
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19.7

46.3
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食
料
品
・
日
用
品
を
取
り
入
れ
る
は
、
現
代
で
は
、
五

〇
代
女
性
二
九
・
〇
％
、
六
〇
代
女
性
三
八
・
二
％
と

高
い
。
二
〇
二
〇
年
ま
で
の
意
向
で
も
、
男
性
に
比

べ
て
女
性
全
般
で
強
い
意
向
が
見
ら
れ
る
。
二
〇
代

の
男
性
は
、
現
在
は
、
そ
う
思
う
四
・
五
％
と
他
世
代

男
性
に
比
べ
て
も
極
端
に
低
い
が
、
二
〇
二
〇
年
の

意
向
で
は
三
一
・
八
％
と
、
他
世
代
の
男
性
以
上
に

強
い
意
向
が
汲
み
取
れ
る
。�

　
利
便
性
・
快
適
性
を
求
め
る
よ
り
も
、
地
球
環
境

に
配
慮
し
た
生
活
を
営
む
で
も
、
現
在
そ
う
思
う
は

二
六
・
〇
％
だ
が
、
二
〇
二
〇
年
ま
で
で
は
、
そ
う
思

う
が
一
五
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
四
一
・
五
％
と
な
り
、

そ
う
思
わ
な
い
一
四
・
〇
％
は
、
二
〇
二
〇
年
ま
で

で
は
、
七
・
六
％
と
半
減
す
る
。
こ
こ
で
も„
あ
る
べ

き
姿
“と
し
て
、
利
便
性
・
快
適
性
よ
り
も
地
球
環
境

に
配
慮
し
た
生
活
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う

と
い
う
生
活
者
の
覚
悟
が
読
み
取
れ
た
。�

�

食
　
費

�

　
二
〇
二
〇
年
の
食
費
を
現
在
よ
り
減
ら
し
た
い
か

で
は
、
そ
う
思
う
二
六
・
〇
％
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う
二
八
・
七
％
で
合
計
五
四
・
七
％
、
そ
う
思

わ
な
い
七
・
四
％
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
そ
う
思
わ

な
い
八
・
〇
％
で
合
計
一
五
・
四
％
と
、
食
費
を
減
ら

し
た
い
と
い
う
意
向
は
強
く
、
特
に
四
〇
代
、
五
〇

代
の
女
性
で
減
ら
し
た
い
が
六
五
・
四
％
、
六
五
・
六

％
と
高
い
。
そ
の
理
由
は
、
現
在
の
食
費
が
高
い
と

思
う
か
ら
が
五
一
・
七
％
、
二
〇
代
男
女
で
、
男
性
は

七
五
・
〇
％
、
女
性
は
六
六
・
七
％
と
高
く
、
六
〇
代

女
性
も
六
二
・
五
％
と
高
い
。
収
入
が
減
る
か
ら
で

は
、
定
年
を
迎
え
る
五
〇
代
、
六
〇
代
男
性
で
六
九
・

六
％
、
七
六
・
七
％
と
高
く
、
同
女
性
も
六
二
・
八
％
、

六
三
・
九
％
と
高
い
。
家
族
が
減
る
か
ら
は
、
四
〇
代

男
性
は
四
四
・
二
％
、
五
〇
代
男
性
は
四
一
・
一
％
、

四
〇
代
女
性
は
五
七
・
五
％
、
五
〇
代
女
性
は
五
九
・

三
％
と
四
〇
代
、
五
〇
代
男
女
で
高
い
。
趣
味
に
お

金
を
か
け
た
い
か
ら
は
、
二
〇
代
女
性
の
二
八
・
六

％
、
六
〇
代
男
性
の
二
六
・
〇
％
、
二
〇
代
男
性
の
二

五
・
〇
％
の
順
に
高
い
。
子
ど
も
の
教
育
に
ま
わ
し

た
い
か
ら
は
、
三
〇
代
男
性
の
五
二
・
四
％
、
女
性
の

三
六
・
五
％
と
高
い
。
住
居
費
（
ロ
ー
ン
を
含
む
）
に

ま
わ
し
た
い
か
ら
も
、
同
じ
く
三
〇
代
男
性
の
三
三
・

三
％
、
女
性
の
一
五
・
四
％
と
高
い
。
三
〇
代
男
性
の

肩
に
、
教
育
費
や
ロ
ー
ン
が
ず
っ
し
り
と
重
い
様
子

が
汲
み
取
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。�

�

調 

理 

時 

間

�

　
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
調
理
時
間
は
短
縮
化
し
、

二
〇
〇
五
年
の
第
二
回
生
活
意
識
調
査
で
は
、
女
性

の
調
理
時
間
の
全
体
と
し
て
の
短
縮
化
と
調
理
時
間

延
長
の
二
極
化
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
男
性
の
調
理
参

加
と
頻
度
の
増
加
に
よ
り
、
男
女
に
よ
る
調
理
時
間

の
差
が
少
な
く
な
る
傾
向
も
見
ら
れ
、
主
流
と
し
て

の
調
理
時
間
は
、
男
女
年
齢
を
問
わ
ず
三
〇
分
か
ら

四
〇
分
で
あ
っ
た
。�

　
二
〇
二
〇
年
の
調
理
時
間
を
増
や
し
た
い
と
思
う

か
に
つ
い
て
は
、
そ
う
思
う
一
三
・
一
％
、
ど
ち
ら
か

と
い
う
と
そ
う
思
う
二
七
・
七
％
、
合
計
四
〇
・
八
％
。

そ
う
思
わ
な
い
一
二
・
二
％
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

そ
う
思
わ
な
い
一
四
・
七
％
、
合
計
二
六
・
九
％
で
あ

っ
た
。
二
〇
代
女
性
の
八
三
・
七
％
、
二
〇
代
男
性
の

五
九
・
一
％
、
三
〇
代
女
性
の
五
二
・
五
％
の
順
で
、

そ
う
思
う
が
高
い
。
五
〇
代
、
六
〇
代
女
性
の
三
八
・

二
％
、
六
〇
代
男
性
の
三
一
・
六
％
の
順
で
、
そ
う
思

わ
な
い
が
高
い
。�

　
増
や
し
た
い
と
思
う
理
由
は
、
家
で
作
っ
た
方
が

安
上
が
り
だ
か
ら
四
七
・
六
％
、
家
で
作
っ
た
方
が

美
味
し
い
か
ら
三
八
・
二
％
、
健
康
の
た
め
三
三
・
六

％
、
家
で
作
っ
た
方
が
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
よ
い
か
ら

が
三
二
・
八
％
で
あ
っ
た
。
四
〇
代
男
性
で
は
、
家
で

作
っ
た
方
が
楽
し
い
と
い
う
回
答
が
四
五
・
〇
％
と

高
い
。
時
間
が
あ
る
か
ら
と
い
う
回
答
は
、
五
〇
代
、

六
〇
代
男
性
で
五
四
・
〇
％
、
五
二
・
七
％
と
高
い
。

四
〇
代
男
性
も
二
七
・
五
％
と
、
二
〇
代
男
性
の
七
・

七
％
、
三
〇
代
の
八
・
七
％
に
比
べ
て
高
い
。�

　
二
〇
二
〇
年
の
調
理
時
間
を
増
や
し
た
く
な
い
理

由
で
は
、
作
っ
て
く
れ
る
人
が
い
る
か
ら
が
、
男
性

六
〇
代
は
七
八
・
六
％
、
五
〇
代
は
六
八
・
八
％
、
四

〇
代
は
六
〇
・
〇
％
、
三
〇
代
は
七
〇
・
〇
％
と
高
い
。

時
間
が
な
い
も
、
四
〇
代
男
性
の
六
五
・
〇
％
、
三
〇

代
女
性
の
五
二
・
六
％
、
三
〇
代
男
性
の
五
〇
・
〇
％

と
高
い
。�

�

食 

料 

問 

題

�

　
身
近
な
食
品
の
値
上
げ
が
毎
日
の
ニ
ュ
ー
ス
と
な

っ
て
い
る
。
本
調
査
は
、
平
成
二
〇
年
の
一
月
か
ら

二
月
に
実
施
し
て
お
り
、
世
界
的
な
食
料
の
逼
迫
が

日
本
で
現
在
（
二
〇
〇
八
年
七
月
末
）
ほ
ど
話
題
に

さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
調
査
時
点
で
は
、
食

料
問
題
は
少
し
先
の
こ
と
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
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七
五
・
〇
％
、
女
性
は
六
六
・
七
％
と
高
く
、
六
〇
代

女
性
も
六
二
・
五
％
と
高
い
。
収
入
が
減
る
か
ら
で

そ
う
思
わ
な
い
一
二
・
二
％
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

そ
う
思
わ
な
い
一
四
・
七
％
、
合
計
二
六
・
九
％
で
あ

さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
調
査
時
点
で
は
、
食

料
問
題
は
少
し
先
の
こ
と
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た

と
思
わ
れ
る
が
、
二
〇
二
〇
年
の
暮
ら
し
で
何
が
心

配
か
を
尋
ね
た
中
で
、
食
料
の
確
保
困
難
化
や
価
格

高
騰
に
つ
い
て
、
心
配
で
あ
る
二
九
・
七
％
、
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
心
配
で
あ
る
三
七
・
六
％
、
合
計
六
七
・

三
％
が
心
配
と
回
答
し
た
。
食
料
の
確
保
や
価
格
高

騰
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
八
一
・
四
％
、
家
族

の
病
気
や
高
齢
化
に
よ
る
介
護
な
ど
八
一
・
二
％
、

自
分
自
身
の
肉
体
的
な
健
康
七
九
・
八
％
に
つ
い
で

心
配
さ
れ
て
い
た
。
食
料
問
題
に
つ
い
て
は
、
次
回

調
査
で
詳
細
を
問
い
た
い
と
思
う
。
　�

�����

　
こ
の
一
世
紀
に
お
け
る
日
本
の
食
生
活
の
変
化
を

考
え
る
上
で
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
き
た
の
は
、
専

業
主
婦
だ
ろ
う
。
専
業
主
婦
は
、
一
九
〇
〇
（
明
治
三

三
）
年
頃
、
都
市
生
活
者
で
あ
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

誕
生
に
よ
っ
て
成
立
し
、
一
九
七
五
（
昭
和
五
〇
）
年

に
専
業
主
婦
率
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い
る
。
世
界
に

類
を
見
な
い
長
寿
社
会
を
支
え
た
日
本
型
食
生
活
を

作
り
出
し
た
の
も
、
明
治
以
来
の
専
業
主
婦
が
食
卓

を
豊
か
に
す
る
こ
と
に
費
や
し
た
情
熱
の
お
か
げ
で

あ
ろ
う
。
そ
の
後
、
核
家
族
化
、
少
子
化
、
高
齢
化
が

進
み
、
家
族
の
人
数
も
減
少
し
、
専
業
主
婦
も
減
少

し
て
き
た
。�

　
明
治
・
大
正
、
昭
和
初
期
に
か
け
て
、
水
道
や
ガ
ス
、

電
気
が
、
専
業
主
婦
の
家
事
を
軽
減
し
た
よ
う
に
、

一
九
五
五
（
昭
和
三
〇
）
年
頃
か
ら
三
種
の
神
器
と

い
わ
れ
た
電
気
洗
濯�

機
、
冷
蔵
庫
、
白
黒
テ
レ

ビ
が
、
家
事
や
家
庭
の

生
活
を
大
き
く
変
え�

た
。
そ
し
て
、
専
業
主
婦

率
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
た

一
九
七
〇
（
昭
和
四
五
）

年
〜
七
五
（
昭
和
五
〇
）

年
に
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

レ
ス
ト
ラ
ン
や
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
が
日

本
に
上
陸
し
、
や
が
て

日
本
の
食
の
環
境
を
大

き
く
変
化
さ
せ
た
。
そ

し
て
、
二
四
時
間
営
業

も
当
た
り
前
に
な
り
、

い
つ
で
も
誰
で
も
好
き

な
と
き
に
食
べ
物
を
手

に
入
れ
る
こ
と
が
可
能

に
な
っ
た
。
高
度
経
済

成
長
と
と
も
に
女
性
の

社
会
進
出
や
核
家
族
化

も
進
み
、
食
の
外
部
化

が
ど
ん
ど
ん
進
ん
で
き
た
。

こ
れ
を
可
能
に
し
た
の
は
、

世
界
中
か
ら
輸
入
さ
れ

た
ふ
ん
だ
ん
な
食
材
や

食
品
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

あ
っ
た
。
食
料
と
い
う

形
で
、
日
本
の
面
積
の

何
倍
も
の
耕
作
地
や
バ

昭和初期の瓦斯（ガス）料理講習室の講習風景（1933年）�

二
〇
世
紀
の
食
生
活
の
変
化

大正初期のハイカラな台所（1915年）�昭和初期のカタログに出てくるモダンな台所�

昭和35年頃のカタログに出ている台所�

三種の神器
昭和３０年頃の流行語

白黒テレビ（昭和２７）�

電気冷蔵庫（左、昭和２８）�
電気洗濯機（右、昭和２９）�

松下電器歴史館展示�
いずれも松下電器の第一号機　�
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ー
チ
ャ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
で
日
本
の
食
生
活
が
成
り
立

つ
よ
う
に
な
り
、
日
本
の
食
料
自
給
率
は
カ
ロ
リ
ー

ベ
ー
ス
で
三
九
％
と
い
う
低
水
準
に
な
っ
た
。�

　
好
き
な
と
き
に
好
き
な
も
の
を
手
に
入
れ
ら
れ
る

よ
う
な
食
の
外
部
化
の
進
展
は
、
例
え
ば
、
日
本
に

輸
出
す
る
た
め
の
エ
ビ
の
養
殖
や
木
炭
生
産
に
よ
っ

て
東
南
ア
ジ
ア
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
が
破
壊
さ
れ
た
よ

う
に
、
輸
出
国
の
環
境
に
甚
大
な
負
荷
を
か
け
て
き

た
。
ま
た
日
本
国
内
の
環
境
負
荷
も
増
大
さ
せ
て
き

た
。
例
え
ば
、
ゴ
ミ
の
発
生
量
は
、
一
九
〇
五
（
明
治

三
八
）
年
に
は
、
統
計
の
残
る
京
都
市
で
一
人
当
た

り
約
一
〇
〇ｇ
で
あ
っ
た
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の

三
七
・
五ｇ
を
経
て
、
一
九
六
五
（
昭
和
四
〇
）
年
頃

か
ら
増
加
し
、
一
九
九
五
年
頃
に
は
、
一
人
一
日
一

五
〇
〇ｇ
に
ま
で
達
し
て
い
る
。
現
在
は
資
源
リ
サ
イ

ク
ル
な
ど
に
よ
り
少
し
減
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
日

本
全
体
で
毎
日
一
人
一
日
一
〇
〇
〇ｇ
以
上
の
ゴ
ミ

を
出
し
続
け
て
い
る
の
だ
。�

　
そ
の
内
わ
け
で
は
、
ト
レ
イ
や
紙
袋
な
ど
使
い
捨

て
タ
イ
プ
の
包
装
材
が
容
積
比
で
六
〇
％
以
上
を
占

め
て
い
る
。
ま
た
、
台
所
ゴ
ミ
の
三
五
％
は
食
べ
残

し
で
、
野
菜
や
加
工
食
品
、
調
理
食
品
な
ど
ま
っ
た

く
手
付
か
ず
の
食
品
が
一
割
以
上
含
ま
れ
る
と
い
う
。�

�����

　
二
一
世
紀
を
迎
え
、
世
界
の
食
料
事
情
は
、
穀
物

輸
出
国
の
旱
魃
、
人
口
増
加
、
発
展
途
上
国
の
食
生

活
の
変
化
、
バ
イ
オ
燃
料
と
の
競
合
、
投
機
マ
ネ
ー

の
流
入
に
よ
る
価
格
高
騰
と
急
速
に
悪
化
し
、
食
料

価
格
の
高
騰
が
最
貧
国
の
飢
餓
を
い
っ
そ
う
ひ
ど
い

状
況
に
し
て
い
る
。
食
料
の
多
く
を
輸
入
に
頼
り
な

が
ら
、
多
く
の
食
料
を
廃
棄
し
、
飽
食
を
続
け
て
き

た
日
本
の
食
生
活
の
見
直
し
が
迫
ら
れ
て
い
る
。�

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
二
〇
二
〇
年
の
食

生
活
の„
あ
る
べ
き
姿
像
“と
し
て
、
環
境
に
や
さ

し
い
食
生
活
を
実
践
し
た
い
と
い
う
意
向
は
、
現

在
以
上
に
強
い
。
そ
れ
は
今
後
、
購
買
を
通
じ
た
消

費
者
行
動
と
し
て
社
会
へ
影
響
を
与
え
、
社
会
を

変
え
て
い
く
力
と
な
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
。�

　
し
か
し
、
二
割
以
上
高
く
て
も
環
境
に
や
さ
し
い

商
品
を
購
入
す
る
と
い
う
一
方
で
、
食
費
は
減
ら
し

た
い
と
い
う
意
向
も
ま
た
強
い
。
今
後
の
食
料
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
い
っ
そ
う
の
高
騰
に
よ
っ
て
は
、
消
費

者
の
環
境
マ
イ
ン
ド
や
行
動
に
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
り
、

生
活
者
の
ニ
ー
ズ
と
し
て
存
在
す
る
二
〇
二
〇
年
の

あ
る
べ
き
姿
像
か
ら
実
態
が
か
け
離
れ
た
も
の
に
な

っ
て
し
ま
う
と
い
う
懸
念
も
大
い
に
あ
る
。�

　
生
活
者
は
、
自
身
の
生
活
に
お
い
て
食
料
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
地
球
温
暖
化
と
い
う
難
し
い
局
面
を
、
今

ま
さ
に
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
個
々
人
の
意
向
や

判
断
が
社
会
の
あ
る
べ
き
姿
に
大
き
く
か
か
わ
っ
て

く
る
こ
と
に
な
る
。
よ
う
や
く
育
っ
て
き
た
生
活
者

の
環
境
マ
イ
ン
ド
や
行
動
を
、
さ
ら
に
醸
成
し
発
展

さ
せ
て
い
く
こ
と
が
、
緊
急
の
課
題
で
あ
る
。�
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二
〇
二
〇
年
の
食
生
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あ
る
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き
姿
像
“
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